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平
成

M
年
度
支
部
定
時
総
会

浦
和
支
部
の
定
時
総
会
及
び
定
期
大
会
、
ガ
5
月
ロ
日
(
土
)
午

後
3
時
よ
り
さ
い
だ
ま
市
民
会
館
う
ら
わ
に
於
い
て
開
催
さ
れ

ま
し
だ
。

開
会
に
先
立
ち
来
賓
の
高
玉
功

稔
本
会
会
長
よ
り
、
ご
挨
拶
な
ら

び
に
本
会
予
算
の
執
行
率
や
新
た

に
理
事
会
の
承
認
を
得
た
「
国
際

部
の
設
置
」
等
々
本
会
の
事
業
、

今
後
の
展
開
に
つ
き
ご
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

嶋
根
腎
二
総
務
部
長
の
司
会
に

よ
り
、
小
栗
重
美
副
支
部
長
の
開

会
の
言
葉
か
ら
始
ま
り
、
赤
坂
昌

雄
支
部
長
の
挨
拶
の
あ
と
、
議
長

に
日
笠
雄

一
郎
会
員
が
指
名
さ
れ
、

ま
ず
定
足
数
の
確
認
が
あ
り
、
平

成
M
A

年
4
月
1
日
現
在
浦
和
支
部

会
員
2
4
2
名
に
対
し
、
出
席
者

M
名
、
委
任
状
に
よ
る
出
席

1
0

1
名
、
計
1
5
5
名
と
な
り
、

支

部
規
則
第
日
条
第
1
項
に
よ
り
、

本
定
時
総
会
が
有
効
に
成
立
し
た

旨
の
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
議
長
よ
り
議
事
録
作

成
人
に
佐
久
間
康
会
員
、
議
事
録

署
名
人
に
福
本
恵
会
員
が
指
名
さ

れ
、
上
程
さ
れ
た
5
議
案
に
つ
き

審
議
に
入
り
ま
し
た
。

第
1
号
議
案
、
平
成
お
年
度
事

業
報
告
が
、
嶋
根
総
務
部
長
よ
り

時
刻

唱

d

a

w

和
M

U
均
一一一

年

一一

A

士

一HJ

あいさつをする
赤坂支部長

品袋手

円滑な議事進行する
日笠議長

な
さ
れ
、
総
務
部
、
経
理
部
、
企

画
部
、
渉
外
監
察
部
、
広
報
部
、

厚
生
部
の
各
部
の
事
業
報
告
、
及

び
支
部
慶
弔
規
程
、
文
書
保
存
規

程
の

一
部
改
正
に
つ
い
て
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。
次
に
第
2
号
議

案
、
平
成
お
年
度
収
入
支
出
決
算

報
告
が
山
崎
智
博
経
理
部
長
よ
り

な
さ
れ
た
後
、
高
畑
章
監
事
よ
り

適
正
と
の
監
査
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
後
、
第
1
号
議
案
及
び

第
2
号
議
案
を
議
題
と
し
、
質
疑

応
答
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
中

で
、
監
事
の
職
務
範
囲
や
積
立
金

の
目
的
等
の
質
問
が
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
執
行
部
よ
り
応
答
が
な
さ
れ
、

監
事
の
業
務
に
つ
い
て
は
今
後
の

検
討
課
題
と
し
つ
つ
、
両
議
案
と

も
挙
手
多
数
に
よ
り
原
案
通
り
可

決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
第
3
号
議
案
、
平
成
弘
年

度
事
業
計
画
及
び
第
4
号
議
案
、

平
成

M
年
度
収
入
支
出
予
算
案
に

つ
き
、
引
き
続
き
嶋
根
総
務
部
長
、

山
崎
経
理
部
長
よ
り
上
程
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
後
、
質
疑
応
答
に
入

り
、
こ
こ
で
も
野
立
て
看
板
の
維

持
管
理
や
渉
外
監
察
部
の
監
査
調

査
費
に
つ
き
、
活
発
な
議
論
が
交

わ
さ
れ
ま
し
た
が
、
両
案
と
も
挙

手
多
数
で
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
の
第
5
号
議
案
、
本
会
定

時
総
会
代
議
員
及
び
予
備
代
議
員

の
選
出
に
つ
い
て
は
、
執
行
部
一

任
と
さ
れ
、
代
議
員
M
名
及
び
予

備
代
議
員
3
名
が
選
出
さ
れ
、
慎

重
審
議
の
な
一か
、
終
了
し
ま
し
た
。

続
い
て
開
催
さ
れ
た
政
治
連
盟
定

期
大
会
に
つ
い
て
も
、
順
調
に
進

み
、
全
て
の
-議
案
に
つ
き
可
決
承

認
さ
れ
滞
り
な
く
終
了
し
、
議
長

退
任
の
後
、
閉
会
の
言
葉
と
し
て
、

大
久
保
治
光
副
支
部
長
よ
り
、
今

回
の
総
会
の
よ
う
に
、
前
向
き
な

議
論
が
活
発
に
な
さ
れ
る
マ
ン
ネ

リ
化
し
な
い
総
会
を
目
指
し
た
い

等
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

終
了
後
は
同
会
場
に
て
、
懇
親

会
が
開
催
さ
れ
、
挨
拶
に
た
っ
た

赤
坂
支
部
長
ば
、
「
今
年
は
、
例

年
以
上
に
多
く
の
貴
重
な
意
見
や

提
案
が
な
さ
れ
、
新
会
員
の
積
極

的
な
関
与
を
歓
迎
す
る
と
と
も
に

浦
和
支
部
な
ら
で
は
の
会
員
層
の

厚
さ
を
実
感
し
た
。
今
後
の
検
討

事
項
を
含
め
、
真
塾
に
現
場
の
声

を
活
か
し
つ
つ
検
討
を
重
ね
、
透

明
公
正
な
支
部
構
築
に
逼
進
し
て

い
き
た
い
」
と
の
力
強
い
抱
負
が

語
ら
れ
ま
し
た
。

矢
舗
昭
二
相
談
役
の
乾
杯
の
ご

発
声
の
後
、
昨
年
の
東
日
本
大
震

災
以
降
恒
例
と
な
っ
た
東
北
の
地

酒
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
、
あ
ち

こ
ち
で
和
や
か
な
会
話
や
、
賑
や

か
な
意
見
交
換
な
ど
で
交
流
の
輸

が
広
が
り
ま
し
た
。
最
後
に
、
こ

ち
ら
も
昨
年
来
か
ら
の
恒
例
に
よ

る
「
上
を
向
い
て
歩
こ
う
」
「
青

い
山
脈
」
を
全
員
で
大
合
唱
し
、

赤
坂
博
道
顧
問
に
よ
る
三
本
締
で

閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

(
総
務
部
田
幡
悦
子
)参加者一同

市
民
相
談
日
当
受
取
場
所
の

変
更
の
お
知
5
せ

市
民
相
談
の
日
当
は
山
崎
経

理
部
長
の
所
属
す
る
行
政
書
士

法
人
青
藍
会
近
藤
関
口
事
務
所

に
て
お
受
取
り
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
が
、

事
務
所
が
移
転
い

た
し
ま
し
た
の
で
今
後
は
左
記

に
お
越
し
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

移
転
先
・
・
さ
い
た
ま
市
浦
和
区

高
砂
三
丁
目
ロ
番

M
号
小
峰
ビ

ル
2
階
(
県
庁
第
二
庁
舎
並
び

県
民
健
康
セ
ン
タ
ー
向
か
い
)



…
平
成
制
年
度
各
部
の
取
り
組
み

一

た
こ
と
も
あ
り
、
改
め
て
支
部
規

則
、
諸
規
程
を
検
討
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
先
ず
総
務
で
た
た

き
台
を
作
成
し
、
部
長
会
、
理
事

会
に
諮
り
、
最
後
に
総
会
で
承
認

を
得
る
か
た
ち
に
な
り
ま
す
。
支

部
に
は
そ
れ
ぞ
れ
歴
史
が
あ
り
、

色
々
と
検
討
す
べ
き
点
が
あ
り
ま

す
の
で
、
慎
重
に
検
討
し
、
今
年

度
中
に
た
た
き
台
を
提
案
で
き
る

よ
う
作
業
を
進
め
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

(2 ) 

総

務

部

部
長

嶋
根
賢
一

総
務
部
の
今
年
度
の
事
業
計
画
・

取
り
組
み
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

ま
ず
第
ー
に
は
、
平
成

μ
年
度

定
時
総
会
議
案
書
に
あ
り
ま
す
よ

う
に
、
「
各
種
会
議
(
総
会
、
理

事
会
、
部
長
会
等
)
の
開
催
、
新

年
会
の
開
催
、
会
員
の
資
質
向
上

に
関
す
る
業
務
、
行
政
書
士
試
験

実
施
に
対
す
る
協
力
、
人
権
問
題

に
対
す
る
取
り
組
み
」
を
行
う
こ

と
で
す
。
こ
れ
ら
は
、
ほ
ぼ
変
わ

ら
ず
の
毎
年
の
事
業
で
す
が
、
今

年
度
も
新
年
会
、
行
政
書
士
試
験

実
施
に
対
す
る
協
力
等
、
支
部
会

員
の
皆
様
の
ご
参
加
、
ご
協
力
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

次
に
、
昨
年
か
ら
の
持
ち
越
し

て
あ
る
支
部
の
文
章
保
存
に
関
す

る
こ
と
で
す
。

今
年
度
の
第
1
回
理
事
会
に
お

い
て
、
浦
和
支
部
文
書
保
存
規
程

が
承
認
さ
れ
、
同
日
施
行
さ
れ
ま

し
た
。
保
存
す
べ
き
文
書
等
が
決

ま
り
ま
し
た
の
で
、
後
は
、
倉
庫

業
者
と
の
契
約
、
文
書
の
保
存
作

業
で
す
。

最
後
に
、
支
部
長
が
今
年
度
事

業
計
画
前
文
に
お
い
て
一世
っ
て
い

る

「規
則
等
に
検
討
を
加
え
支
部

組
織
を
よ
り
強
固
な
も
の
に
す
る
」

と
い
う
点
で
す
。

昨
年
度
ま
で
も
、
支
部
規
則
を

見
直
し
、
改
正
を
行
っ
て
き
ま
し

た
が
、
今
年
度
は
、
本
会
よ
り
支

部
規
則
の
モ
デ
ル
案
が
提
示
さ
れ

経

理

部

部
長

山
崎
智
博

経
理
部
は
例
年
金
銭
出
納
及
び

予
算
決
算
業
務
が
中
心
で
独
自
の

活
動
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
が
、

今
年
度
は
皆
様
か
ら
の
声
が
次
第

に
大
き
く
な
っ
て
き
た
支
部
会
費

の
口
座
振
替
制
度
の
導
入
に
取
り

組
ん
で
み
ょ
う
か
と
思
っ
て
い
ま

す。
支
部
運
営
と
い
う
の
は
営
利
目

的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
収
入
も

営
業
活
動
に
よ
り
得
ら
れ
る
わ
け

で
は
な
く
皆
様
か
ら
の
会
費
収
入

が
た
よ
り
で
す
。
つ
ま
り
そ
の
唯

一
の
収
入
を
得
る
会
費
の
徴
収
を

し
て
い
る
の
が
経
理
部
で
あ
っ
て
、

支
部
の
中
で
唯
一
お
金
を
稼
ぐ
部

円
で
あ
り
ま
す
。
(
少
し
語
弊
が

あ
っ
た
ら
す
み
ま
せ
ん
)
正
し
く

は
稼
ぐ
の
で
は
な
く
集
め
る
だ
け

な
の
で
す
が
、
や
っ
て
み
る
と
こ

れ
が
意
外
と
大
変
で
な
か
な
か
期

中
に
完
全
に
回
収
す
る
の
は
至
難

の
業
で
す
。
納
入
の
お
願
い
文
を

発
送
す
る
と
こ
ろ
か
ら
は
じ
め
て
、

な
か
な
か
納
入
さ
れ
な
い
方
に
催

促
し
た
り
、
途
中
入
会
の
方
に
も

お
願
い
し
、
文
書
で
ダ
メ
な
ら

T

E
L
、

F
A
X
、
メ

l
ル
、
訪
問

と
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
使
っ

て
会
費
の

1
0
0
%
納
入
に
努
力

し
て
い
ま
す
が
そ
れ
で
も
な
か
な

，刀
... 

そ
ん
な
こ
と
を
数
年
経
験
し
て

み
て
感
じ
た
の
が
滞
納
者
と
い
っ

て
も
決
し
て
悪
意
の
方
ば
か
り
で

は
な
く
、
つ
い
忘
れ
て
い
た
と
か
、

振
込
み
に
わ
ざ
わ
ざ
行
く
の
が
面

倒
く
さ
く
て
と
い
う
方
が
ほ
と
ん

ど
な
の
で
す
。
そ
れ
な
ら
回
収
は

口
座
振
替
が
最
適
!
と
思
っ
た
わ

け
で
、
現
在
部
内
で
検
討
中
で
す
。

も
ち
ろ
ん
導
入
と
な
れ
ば
口
座

振
替
経
費
は
支
部
側
で
負
担
し
ま

す
の
で
、
そ
う
す
る
と
会
員
の
皆

様
に
は
現
在
負
担
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
振
り
込
み
手
数
料
分
が
お

得
と
な
る
わ
け
で
す
。
つ
ま
り
実

質
的
な
会
費
の
値
下
げ
と
も
い
え

な
く
な
い
の
で
導
入
の
あ
か
つ
き

に
は
ご
協
力
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
無
駄
な
手
間
を
省
い
て

会
費
の
有
効
利
用
を
目
指
し
ま
す

の
で
ぜ
ひ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

企

画

部

部
長

吉
森
み
ど
り

今
期
の
企
画
部
は
、
年
3
回
の

一
般
研
修
会
、
新
会
員
交
換
会
、

大
宮
、
川
口
支
部
と
の
協
議
会
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。

一
般
研
修
会
は
、

主
に
法
改
正

に
よ
っ
て
大
き
く
手
続
き
等
が
変

わ
る
事
案
や
研
修
会
等
で
お
配
り

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
で
リ
ク

エ
ス
ト
が
多
か
っ
た
も
の
を
取
り

上
げ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
業
務
に
精
通
し
た

講
師
を
選
び
、
研
修
会
場
の
確
保
、

会
員
の
皆
様
へ
の
通
知
、
資
料
等

の
作
成
に
入
り
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
で
い
つ
も
リ
ク
エ

ス
ト
が
多
い
課
題
に
つ
き
ま
し
て

は
、
シ
リ
ー
ズ
も
の
で
毎
年
行
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
相

続
な
ど
は
、
毎
回
満
席
に
な
る
ほ

ど
の
人
気
で
す
の
で
、
こ
の

4
年

間
は
、
必
ず
開
催
し
て
お
り
ま
し

た。
今
期
は
、
今
の
と
こ
ろ

7
月
に

新
入
管
法
に
よ
り
私
た
ち
行
政
書

士
の
業
務
が
拡
大
し
た
り
、
逆
に

縮
小
し
た
り
す
る
も
の
、
そ
し
て

気
を
つ
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ

と
な
ど
を
入
管
業
務
に
精
通
し
た

先
生
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
楽

し
み
に
し
て
い
て
下
さ
い
。

新
会
員
交
換
会
は
、
こ
の
と
こ

ろ
多
く
の
新
会
員
の
方
に
出
席
し

て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

先
輩
と
の
意
見
交
換
や
談
笑
に
よ

っ
て
新
た
な
決
意
や
自
信
に
つ
な

が
っ
た
り
、
そ
ん
な
に
甘
い
も
の

で
は
な
い
と
再
認
識
し
た
り
と
受

け
止
め
方
は
様
々
で
す
が
、
支
部

の
行
事
や
活
動
を
知
っ
た
り
、
精

通
し
た
先
輩
と
面
識
を
持
っ
た
り

と
開
催
意
義
は
あ
る
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

大
宮
、
川
口
支
部
と
の
協
議
会

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
支
部
活
動
を
知

り
、
刺
激
し
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

当
支
部
の
活
動
の
あ
り
方
、
会
費

の
使
い
方
な
ど
を
改
善
す
る
い
い

機
会
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

特
に
昨
年
の
大
宮
支
部
主
催
の

協
議
会
は
、
従
来
の
懇
親
会
を
メ

a

イ
ン
と
し
た
も
の
で
は
な
く
、
実

務
者
レ
ベ
ル
の
話
し
合
い
を
主
眼

に
お
い
た
非
常
に
価
値
の
高
い
も

の
で
あ
っ
た
思
い
ま
す
。
今
年
度

は
、
川
口
支
部
主
催
に
な
り
ま
す

が
、
果
た
し
て
大
宮
支
部
の
流
れ

を
引
き
継
ぐ
の
か
興
味
深
い
と
こ

ろ
で
す
。

今
期
も
会
員
の
皆
様
の
意
見
を

取
り
入
れ
な
が
ら
、
質
の
高
い
研

修
会
等
を
実
施
し
て
い
く
予
定
で

す。渉
外
監
察
部
部
長

古
田
洋
司

行
動
指
針
の
基
本
的
な
考
え
方

行
政
書
士
業
務
は
、
「
依
頼
に

よ
り
官
公
署
に
提
出
す
る
書
類
や

権
利
義
務

・
事
実
証
明
に
関
す
る

書
類
作
成
を
業
と
す
る
」
法
第
l

条
の

2
。
こ
れ
は
行
政
書
士
の
基

本
方
針
で
あ
り
そ
れ
に
沿
っ
た
計

画
に
よ
っ
て
、
各
支
部
の
渉
外
監

察
部
が
目
指
す
方
向
は
自
ず
と
決

定
さ
れ
る
。
発
刊
さ
れ
て
い
る
「
行

政
書
士
埼
玉
」
に
は
全
会
員
が
一

読
で
き
る
各
部
の
動
き
の
掲
載
が

そ
れ
で
あ
り
ま
す
。

重
要
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を

生
む
の
は
ス
ピ
ー
ド
。
企
業
で
あ

る
行
政
書
士
も
勤
し
む
人
マ
イ
ペ

ー
ス
の
人
と
ス
ピ
ー
ド
は
違
っ
て

も
ス
ピ
ー
ド
に
チ
ャ
ン
ス
を
生
む

今
日
、
当
支
部
の
渉
外
監
察
部
は

こ
の
考
え
の
基
、
そ
の
成
果
を
生

む
べ
く
士
業
と
し
て
将
来
を
見
据
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2
、
施
策

川
雰
囲
気
づ
く
り
何
か
に
挑
戦

し
よ
う
と
い
う
発
言
に
対
し
耳

を
傾
け
、
そ
し
て
吸
い
上
げ
決

し
て
封
じ
込
め
な
い
雰
囲
気
の

中
で
「
勢
い
」
あ
る
組
織
を
心

掛
け
て
い
る
。

凶
取
組
み
方

各
打
ち
合
わ
せ
は

必
ず
3
名
の
参
加
に
あ
っ
て

「当

た
り
前
の
こ
と
を
当
た
り
前
に

す
る
」
簡
単
な
表
現
で
あ
る
が

実
は
難
し
い
。
率
先
垂
範
を
旨

と
し
仕
事
の
ム
ダ
を
省
き
、
モ

ラ
ー
ル

の
向
上
で
事
業
計
画
の

安
定
化
・
定
着
化
に
あ
る
。

附
対
策

非
行
政
書
士
行
為
の
通

報
は
限
定
さ
れ
る
。
さ
す
れ
ば

自
ず
と
通
報
事
案
は
個
人
・
行

え
、
変
化
を
と
ら
え
、
他
の
と
る

べ
き
こ
と
も
模
索
し
そ
の
目
標
に

お
い
て
、
課
せ
ら
れ
た
平
成
弘
年

度
の
事
業
計
画
を

「ど
れ
だ
け
や

る
か
・
ど
ん
な
状
況
に
す
る
か
」

を
視
野
に
、
総
力
を
結
集
し
期
日

迄
に
最
終
確
認
を
終
え
責
任
あ
る

行
動
を
と
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

ー
、
事
業
計
画

ωさ
い
た
ま
市
(
南
区
役
所
・
中

央
区
役
所
・
緑
区
役
所
)
市
民

相
談
業
務
へ
の
参
加

ωさ
い
た
ま
市
及
び
各
区
役
所
と

の
協
調
並
び
に
連
絡
推
進
活
動

ω監
察
業
務
の
推
進
と
本
会
監
察

委
員
会
合
同
会
議
へ
の
参
加

凶
行
政
書
士
制
度
広
報
月
間
の
ポ

ス
タ

l
配
付
掲
示
依
頼

同
行
政
書
士
業
務
の
案
内
表
示
板

の
管
理

附
非
行
政
書
士
行
為
の
発
見
活
動

政
書
士
法
人
以
外
の

一
般
人
・

法
人
が
対
象
と
な
る
。
専
属
で

な
い
限
り
発
見
に
苦
慮
す
る
と

こ
ろ
、
通
報
の
難
し
さ
は
今
後

も
当
部
の
課
題
で
あ
る
。

3
、
±
咽
A
岡

特
じ
品
行
政
書
士
行
為
の
発
見

に
注
視
し
な
が
ら
も
、
内
部
調
査

す
べ
き
通
報
事
案

(
個
人
・
法
人
)

に
対
し
、
誠
の
信
念
を
も
っ

て
正

し
く
監
察
(
処
分
)
で
き
る
か
否

か
。
監
察
と
は
監
督

、
査
察
・
取

締
り
を
意
味
し
、
「
誠
」
の
監
察

を
す
る
部
所
に
期
待

一・
希
望
し
て

い
る
と
こ
ろ
、
そ
の
実
態
が
見
え

て
こ
な
い
の
が
実
状
で
あ
り
ま
す
。

-
+
・
+
・
+
・
+
・
+
・
+
・
+
・
+
・
+
・
+
・
+
・
+
・
+

広
報
部

部
長

一
早
坂

舜

事
業
計
画
は
以
下
忙
示
す
通
り

前
年
度
と
同
じ
で
す
が
、
そ
の
中

身
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
に
本
年
度

は
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

ー
、
会
報
「
会
報
浦
和
支
部
」

発
行
は
、

8
月
1
目
、
ロ
月
1

日
お
よ
び

3
月
末
の
年

3
回
で
す
。

各
部
の
事
業
報
告
が
主
た
る
内
容

で
す
が
、
必
要
に
応
じ
て
紙
上
研

修
と
し
て
法
改
正
や
そ
れ
に
関
連

し
た
記
事
を
掲
載
し
て
き
ま
し
た
。

内
容
面
で
は
紙
上
研
修
の
充
実
が

課
題
で
あ
る
が
、
研
修
会
と
の
ダ

ブ
り
ゃ
発
行
時
期
と
の
兼
ね
合
い

等
で
解
決
さ
れ
な
い
で
お
り
ま
す
。

ま
た
、
紙
面
は
写
真
を
多
く
す
る

な
ど
、
読
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う

に
工
夫
を
し
て
き
ま
し
た
。

2
、
ホ
ー
ム
ペ

i
ジ
の
運
営
管
理

昨
年
度
の
ホ

l
ム
ペ

l
ジ
へ
の

ア
ク
セ
ス
数
は
、
月
平
均
約

4
0

0
件
で
し
た
。

更
新
は
、
偶
数
月
の
お
目
前
後

に
行
っ
て
い
ま
す
。
更
新
箇
所
に

は
、
赤
で

[
N
E
W
H
]
と
印
を

付
け
分
か
り
易
く
し
て
あ
り
ま
す
。

主
な
更
新
内
容
は
会
員
名
簿
の
更

新
と
事
業
報
告
で
す
が
、
事
業
報

告
に
は
文
章
だ
け
で
な
く
写
真
も

掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。
予
算
上
、

写
真
は

1
報
告
に
つ
き

2
枚
程
度

に
絞
っ
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。
会
員
の
ぺ

I
ジ
の
フ

ォ
ー
マ
ッ
ト
リ
ン
ク
に
は
、
行
政

書
士
関
係
の
官
公
署
へ
の
リ
ン
ク

が
素
早
く
で
き
ま
す
の
で
、
是
非

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

現
在
の
ホ

l
ム
ペ

l
ジ
は
見
易

く
な
る
よ
う
に
い
ろ
い
ろ
と
検
討

し
て
き
た
も
の
で
す
が
、
ご
利
用

に
な
る
方
の
立
場
か
ら
ご
意
見
等

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
「
会
員
用
連

絡
フ
ォ
ー
ム
」
等
を
利
用
し
て
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、
こ
の
「
会

員
用
連
絡
フ

ォ
ー
ム
」
は
、
支
部

活
動
に
関
す
る
ご
意
見
・
要
望
等

が
あ
る
と
き
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

3
、
行
政
書
士
広
報
月
間
に

お
け
る
無
料
相
談
会

恒
例
と
な
っ
た
コ
ル
ソ
で
の
無

料
相
談
会
を
今
年
度
は
印
月
日
日

(
土
)
に
実
施
し
ま
す
。
昨
年
度
の

相
談
件
数
は
幻
件
で
あ
り
ま
し
た

が
、
今
年
は
羽
件
以
上
を
目
指
し

て
活
動
し
て
い
き
ま
す
。
チ
ラ
シ

を
見
て
来
場
す
る
方
が
多
い
の
で
、

目
立
つ
チ
ラ
シ
へ
の
変
更
と
チ
ラ

シ
を
受
け
取
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

に
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ツ
シ

ユ
を
作
成
し
、

チ
ラ
シ
と
と
も
に
配
布
す
る
よ
う

に
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
公
民
館
等

へ
チ
ラ
シ
を
置
い
て
貰
う
活
動
を

行
い
ま
す
。

一

4
、
官
公
署
等
に
置
く

支
部
会
員
名
簿

5
区
役
所
(
浦
和
・
中
央
・
桜
・

南
・
緑
の

5
区
)
の
暮
ら
し
応
援

室
と
情
報
公
開
セ
ン
タ
ー
お
よ
び

一
部
の
図
書
蕗
・
公
民
館
に
置
い

て
頂
い
て
い
一る
。
置
い
て
頂
け
る

公
民
館
や
図
書
館
の
開
拓
を
行
い
、

行
政
書
士
の
一知
名
度
を
広
げ
て
い

き
ま
す
。

一

毎
年

8
月
T
日
現
在
の
名
簿
に

更
新
し
ま
す
寸
現
在
、
会
員
名
簿

へ
の
掲
載
は
1
2
0
名
程
度
で
あ

り
ま
す
。
掲
載
ご
希
望
の
方
は
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

5
、
本
会
広
報
誌
「
彩
の
国
行
政

書
士
埼
玉
」
へ
の
記
事
の
提
供

支
部
通
信
貰
の
努
力
に
よ
り
浦

和
支
部
の
記
事
を
提
供
し
、
「
支

部
通
信
」
の
ト
ッ
プ
に
毎
号
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
本
会
広

報
部
と
の
連
携
を
取
り
、
毎
号
記

事
を
提
供
す
る
努
力
を
継
続
し
ま

す。6
、
野
立
看
板
の
維
持
管
理

支
部
会
員
の
無
償
提
供
の
土
地

(
中
央
区
大
戸
1
丁
目

2
番
目
号
)

に
支
部
の
看
板
が
あ
り
ま
す
。
毎

年
2
回
、
看
板
の
清
掃
と
周
囲
の

木
の
伐
採
を
行
い
、
看
板
を
見
易

く
し
て
お
り
ま
す
。
お
気
付
き
の

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご

一
報

く
だ
さ
い
。

厚
生
部

部
長

福
永
正
子

浦
和
支
部
の
皆
様
に
は
、
厚
生

部
の
事
業
に
日
頃
御
協
力
戴
き
ま

・

し
て
、
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
度
は
、
す
で
に
皆
様
に
、

御
通
知
申
し
上
げ
ま
し
た
、
日
帰

り
旅
行
が

7
月
7
日
に
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

日
頃
の
仕
事
の
疲
れ
も
忘
れ
、

軽
井
沢
の
新
鮮
な
空
気
を
思
い
切

り
吸
い
こ
ん
で
、
ミ
シ
ユ
ラ
ン
の

星
に
輝
く
、
素
晴
ら
し
い
フ
ラ
ン

ス
料
理
に
舌
鼓
を
う
ち
、
仲
間
と

の
楽
し
い
語
ら
い
と
と
も
に

1
日、

楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が
、
で
き
た

か
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
来
た
る
、

9
月
却
日
、

初
日
は
、
-
泊
旅
行
を
、
計
画
し

て
い
ま
す
。
素
晴
ら
し
い
企
画
を
、

考
え
て
、
お
り
ま
す
の
で
、

多
数

の
皆
様
の
御
参
加
を
御
待
ち
い
た

し
て
お
り
ま
す
。
色
々
な
機
会
に

参
加
さ
れ
、
皆
様
の
職
域
と
御
仕

事
の
質
の
向
上
に
、
ま
た
英
気
を

養
い
、
更
な
る
、
御
仕
事
の
御
発

展
に
寄
与
で
き
れ
ば
幸
い
に
存
じ

ま
す
。更

に
、
平
成
お
年
に
入
り
ま
し

て
、
年
度
末
ま
で
に
、
皆
様
の
健

康
に
関
連
い
た
し
ま
し
て
、
普
通

救
急
救
命
の
講
習
を
さ
い
た
ま
市

様
の
御
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、

実
施
し
た
い
と
計
画
し
て
お
り
ま

す
、
多
数
の
御
参
加
を
心
よ
り
御

待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
な
に
か
、
厚
生
部
の
事

業
と
し
て
、
取
り
上
げ
て
も
ら
い

た
い
等
の
御
希
望
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
、
厚
生
部
の
方
に
、
御
意
見

等
御
寄
せ
戴
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
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新

会

員

紹

介

(
氏
名
)
三
宮
久
直

(
さ
ん
ぐ
う
ひ
さ
な
お
)

(
年
齢
)
伯
歳

(
入
会
日
)
平
成
お
年
印
月
日
日

(
行
政
書
士
に
な
っ
た
き
っ
か
け
)

行
政
書
士
に
な
っ
た
き
っ
か
け

は
、
地
域
社
会
に
貢
献
し
な
が
ら

地
元
を
ベ

l
ス
に
業
務
が
で
き
る

仕
事
を
し
た
い
と
思
い
、

7
年
前

に
地
元
企
業
を
お
客
様
に
で
き
る

仕
事
に
転
職
し
ま
し
た
。
昨
年
行

政
書
士
登
録
を
し
た
後
は
、
主
に

建
設
業
の
お
客
様
に
対
し
て
許
認

可
関
係
の
お
手
続
き
を
お
手
伝
い

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

趣
味
は
ス
ポ
ー
ツ
全
般
で
、
学

生
時
代
は
ラ
グ
ビ
ー
を
や
っ
て
い

ま
し
た
。

今
後
の
抱
負
で
す
が
1
社
1
社

着
実
に
業
務
を
遂
行
し
信
頼
を
積

み
重
ね
て
い
く
こ
と
を
掲
げ
て
い

ま
す
。
諸
先
輩
方
が
開
拓
し
て
い

た
だ
い
た
業
務
、
及
び
永
年
の
業

務
を
通
じ
て
得
た
行
政
書
士
と
し

て
の
官
公
署
か
ら
の
信
頼
を
引
き

継
い
で
い
け
る
よ
う
に
日
々
研
鑓

し
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す。
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

(
氏
名
)
小
野
寺
信
夫

(
お
の
で
ら
の
ぶ
お
)

(
年
齢
)
位
歳

(
入
会
日
)
平
成
M
年
4
月
2
日

(
行
政
書
士
に
な
っ
た
き
っ
か
け
)

前
職
は
、
自
動
車
会
社
で
す
。

理
科
系
大
学
卒
業
後
、
生
産
・
開

発
部
門
を
経
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

関
連
の
契
約
・
知
財
部
署
に
異
動
、

他
企
業
の
法
務
・
知
財
担
当
者
や

大
学
教
授
・
弁
護
士
な
ど
様
々
な

方
々
か
ら
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
関
連
の

法
知
識
を
習
得
す
る
機
会
に
恵
ま

れ
、
大
変
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。

定
年
退
職
後
、
基
礎
か
ら
法
学

関
係
の
勉
強
を
や
り
直
し
て
み
よ

う
と
思
い
、
昨
年
行
政
書
士
の
試

験
を
受
験
し
た
の
が
き
っ
か
け
で

す
。

(
主
要
業
務
)
正
直
ま
だ
勉
強

中
で
、
今
後
、
契
約
書
関
連
・
著

作
権
登
録
業
務
・
相
続
関
連

・
入

管
業
務
を
主
体
に
研
鎖
を
重
ね
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

(
趣
味
)
下
手
な
横
付
き
の
カ

ラ
オ
ケ
と
ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
そ
し

て
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
が
大
好
き
で
す
。

(
自
己

P
R
)

な
ん
ら
か
の
地

域
貢
献
を
行
い
た
い
と
思
い
、

一

昨
年
は
浦
和
市
景
観
表
彰
選
定
委

員
、
昨
年
・
今
年
は
浦
和
区
区
民

会
議
委
員
・
浦
和
区
民
ま
つ
り
実

行
委
員
会
委
員

・
浦
和
ガ
イ
ド
会

会
員
に
な
っ
て
い
ま
す
。
臼
歳
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
前
職
在
職
中

に
習
得
し
た
、
年
齢
に
関
係
な
く

「
夢
と
若
さ
」
を
追
い
続
け
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

候し日 f二=:--~--~:
もた帰 7 ii H ~~ 
f可 。り月 f ，I三五?
と梅研 7 (:?甲)
か雨修日 il J 
もの旅~ ~~:.三
ち季行寺(:.Ilft :1 
、節が厚 JE忌
曇で実生 \\1~ ! 

りし施部 f企乞:l
空たさ主 ;;'/，ー:
のがれ催 lifIl
中天まの

で
の
研
修
旅
行
と
な
り
ま
し
た
o

M
名
と
大
変
大
勢
の
方
に
ご
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
。
な
か
で
も
、

新
会
員
の
方
の
ご
参
加
が

5
名、

女
性
会
員
の
方
の
ご
参
加
が
9
名

と
例
年
に
な
い
多
く
の
ご
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。

妙
義
神
社
は
赤
城
山
、
榛
名
山

と
と
も
に
上
毛
三
山
の

一
つ
に
数

え
ら
れ
る
妙
義
山
に
あ
り
ま
す
。

妙
義
山
は
国
の
名
勝
に
指
定
さ
れ
、

日
本
百
景
に
も
選
定
さ
れ
て
い
る

山
で
あ
り
、
妙
義
神
社
の
総
門
も

国
指
定
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
旅
行
当
日
、
妙
義
神

社
周
辺
は
霧
が
発
生
し
、
霧
の
中

に
浮
か
び
上
が
る
真
紅
の
妙
義
神

社
総
門
の
姿
は
、
神
秘
的
で
実
に

す
ば
ら
し
い
も
の
で
し
た
。

そ
の
後
軽
井
沢
に
移
り
、
ミ
シ

ユ
ラ
ン

一
つ
星
の
レ
ス
ト
ラ
ン
オ

ー
ナ
ー
シ
ェ

フ
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

し
た
ビ
ス
ト
口
。プ
ロ
パ
ン
ス
で
の

コ
i
ス
ラ
ン
チ
と
な
り
ま
し
た
。

フ
ラ
ン
ス
料
理
の
ラ
ン
チ
コ

l
ス

-

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

1
時
間
半

と
い
う
た
っ
ぷ
り
の
時
間
を
か
け

て
の
食
事
で
し
た
の
で
新
会
員
を

は
じ
め
み
な
さ
ん
和
気
藷
藷
と
し

た
雰
囲
気
の
な
か
で
の
食
事
と
な

り
ま
し
た
。
浦
和
支
部
会
員
の
親

睦
も
ぐ
っ
と
深
ま
っ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
後
旧
軽
井
沢
銀
座
を
散
策

し
、
脇
田
美
術
館
で
の
絵
画
鑑
賞

と
な
り
ま
し
た
。
午
後
に
な
る
と

雨
も
降
り
だ
し
ま
し
た
が
、
会
員

皆
さ
ん
の
心
が
け
が
よ
か
っ
た
の

か
、
美
術
館
を
出
発
し
た
と
た
ん

に
雨
が
降
り
出
す
と
い
う
よ
う
に
、

散
策
な
ど
で
直
接
、
雨
に
た
た
ら

れ
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

フレンチレストランにて

秋
に
も

一
泊
旅
行
を
企
画
し
て

い
ま
す
。
今
回
の
よ
う
に
多
く
の

新
会
員
の
方
々
に
も
ご
参
加
を
い

た
だ
き
浦
和
支
部
を
盛
り
上
げ
て

い
け
た
ら
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。(

厚
生
部

佐
久
間
康
) 脇田美術館にて

ボ
ウ
リ
ン
グ
同
好
会

.. 
・
会
員
募
集
中
!

6
月
お
日
(
土
)
の
午
後
3
時
よ
り

・

第

1
回
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
、

中
浦
和
駅
前
の
「
浦
和
ス
プ
リ
ン

グ
レ

l
ン
ズ
」
で
行
い
ま
し
た
。

浦
和
支
部
の
公
認
の
同
好
会
に

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
会
員
も

増
や
し
、
定
期
的
に
活
動
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

一
人
で
も
多
く
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

入
会
希
望
そ
の
他
の
お
問
い
合

わ
せ
は
、
山
口
哲
生
・
:
0
4
8
0

7
9
9
1
2
1
9
2
ま
で
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

(
山
口
哲
生
)

編

集

後

記

浦
和
支
部
の
会
員
数
は
6
月
1

日
現
在
2
4
5
名
と
な
り
、
こ
の

数
は
、
鳥
取
・
佐
賀
・
高
知
の
各

単
位
会
の
会
員
数
を
上
回
り
ま
し

た
。
こ
れ
だ
け
の
会
員
を
ま
と
め

て
い
く
の
は
大
変
な
こ
と
で
す
。

そ
れ
に
は
支
部
活
動
に
関
心
を
持

っ
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
本
会
報
で
は
、

各
部
の
部
長
さ
ん
に
各
部
の
取
組

み
に
つ
い
て
書
い
て
頂
き
ま
し
た
。

少
し
で
も
会
員
の
方
に
支
部
活
動

を
ご
理
解
頂
き
、
支
部
活
動
へ
の

参
加
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
会
員
の
皆
様
か
ら
の
支
部

活
動
に
対
す
る
建
設
的
な
ご
意
見

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

(
広
報
部
長

早
坂

舜
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